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「
つ
な
ぎ
役
」
と
し
て
地
域
の
相

談
に
応
じ
ま
す

民
生
委
員
は
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
、
社
会
福
祉
の
増
進
を
目
的
に
活

動
し
て
い
ま
す
。
民
生
委
員
は
、
児
童
福

祉
法
に
基
づ
き
児
童
委
員
を
兼
ね
る
た

め
、「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
」
と
も
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ

が
区
域
を
受
け
持
ち
、
1
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
や
身
体
の
不
自
由
な
人
、
生
活
に

困
っ
て
い
る
人
、
子
育
て
家
庭
な
ど
、
支

援
を
必
要
と
す
る
人
の
相
談
に
応
じ
、
市

や
関
係
機
関
と
の
「
つ
な
ぎ
役
」
と
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。
悩
み
や
心
配
事
が
あ

る
時
は
、
ま
ず
は
民
生
委
員
・
児
童
委
員

に
相
談
く
だ
さ
い
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
具
体

的
な
活
動

・
相
談
や
支
援
、
調
査

活
動

・
活
動
の
記
録
と
報
告

・
地
域
福
祉
活
動

・
生
活
福
祉
資
金
貸
付

事
業
の
申
し
込
み
手

続
き

・
募
金
活
動
へ
の
協
力

　
な
ど

【
展
示
内
容
】

南
の
縄
文
文
化

鹿
児
島
県
と
都
城
盆
地
に
は
多
く
の
縄

文
時
代
の
遺
跡
が
あ
り
ま
す
。
当
時
の
生

活
の
跡
や
出
土
品
に
は
南
九
州
特
有
の
共

通
点
が
あ
る
一
方
で
、
少
な
く
な
い
相
違

点
も
認
め
ら
れ
ま
す
。
今
回
の
展
示
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
共
通
性
と
多
様
性
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
展
示
で
す
。

鹿
児
島
県

鹿
児
島
県
霧
島
市
に
あ
る
上
野
原
遺
跡

は
、
南
九
州
を
代
表
す
る
縄
文
時
代
の
遺

跡
で
す
。
約
1
万
6
0
0
年
前
の
最
古
・

最
大
級
と
な
る
竪
穴
建
物
跡
な
ど
の
定
住

集
落
跡
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
企
画
展
で
は
、
当
時
、
縄
文
人
が

作
っ
た
南
九
州
特
有
の
筒
形
の
土
器
や

石せ
き
ぞ
く鏃
、
石
皿
な
ど
の
石
器
と
と
も
に
、
約

8
6
0
0
年
前
に
作
ら
れ
た
壷
形
土
器
や

耳
飾
り
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

都
城
盆
地

都
城
盆
地
で
は
、
こ
れ
ま
で
１
０
０
近

い
縄
文
時
代
の
遺
跡
が
調
査
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
遺
跡
か
ら
は
、
家
の
跡
や

調
理
施
設
な
ど
の
ほ
か
、
当
時
の
人
々
が

作
り
、
使
用
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
道
具
が
見

つ
か
っ
て
い
ま
す
。
中
に
は
、
割
れ
た
部

分
を
補
修
し
た
土
器
や
お
墓
に
埋
納
さ
れ

た
石
器
、
き
れ
い
な
石
で
作
ら
れ
た
垂す

い
飾し

ょ
く

品
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

当
時
の
人
々
は
ど
の
よ
う
な
思
い
で

日
々
を
送
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
ぜ

ひ
実
物
を
見
て
、
思
い
を
は
せ
て
み
ま
せ

ん
か
。

子
育
て
に
関
す
る
こ
と
は
主
任

児
童
委
員
へ

主
任
児
童
委
員
は
、
子
ど
も
や
子
育
て

に
関
す
る
こ
と
を
専
門
に
活
動
す
る
民
生

委
員
・
児
童
委
員
で
す
。
児
童
福
祉
に
関

す
る
関
係
機
関
と
、
児
童
委
員
と
の
連
絡

調
整
を
行
う
と
と
も
に
、
児
童
委
員
の
活

動
に
対
す
る
支
援
や
協
力
を
行
い
ま
す
。

委
員
に
は
守
秘
義
務
が
あ
り
ま
す

委
員
に
は
守
秘
義
務
が
あ
り
、
活
動
で

知
り
得
た
情
報
を
漏
ら
す

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
1

人
で
悩
ま
ず
、
安
心
し
て

相
談
く
だ
さ
い
。

民
生
委
員
の
候
補
者
を
探
し
て

い
ま
す

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
候
補
者
が
見

つ
か
ら
ず
、
欠
員
の
地
区
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
地
区
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
活
動

に
支
障
が
出
る
た
め
、
委
員
を
早
急
に
確

保
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら

候
補
者
の
情
報
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
居
住
地
区
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
を

知
り
た
い
時
は
、
福
祉
課
ま
た
は
都
城
市

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
事
務
局
（
☎

25
-２
１
２
３
）へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

5月12日は	民生委員・
	 児童委員の日

福祉に関する相談や支援の担い手である「民生委員・児童
委員」。その存在や取り組みを知ってもらうために、全国民
生委員児童委員連合会では 5月12日を「民生委員・児童委
員の日」としてPR活動を行っています。

◎問い合わせ　福祉課　☎23-0963

負担を感じることなく活動できる仕組みづくりを 企
画
展
概
要

◎
会
期
　
5
月
18
日
㈯
～
7
月
7
日
㈰

※
月
曜
日
休
館

◎
開
館
時
間
　
9
時
30
分
～
17
時

※
入
館
は
16
時
30
分
ま
で

◎
入
館
料
　

大
人
2
2
0
円
（
1
6
0
円
）

高
校
生
1
6
0
円
（
1
1
0
円
）

小
・
中
学
生
1
1
0
円
（
50
円
）

※（　
）
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

関
連
イ
ベ
ン
ト

◎
日
程
　
6
月
22
日
㈯

【
①
講
演
会「
南
の
縄
文
文
化
」（
無
料
）】

◎
時
間
　
10
時
～
11
時
30
分

◎
場
所
　
都
城
歴
史
資
料
館

◎
講
師
・
定
員
　
上
野
原
縄
文
の
森

園
長　
前
迫
亮
一　
30
人

※
申
し
込
み
順

※
講
演
会
終
了
後
、
講
師
に
よ
る
ギ
ャ

ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
実
施

【
②
夜
光
貝
チ
ャ
ー
ム
を
つ
く
ろ
う
!
】

◎
時
間
　
13
時
30
分
～
15
時

◎
対
象
・
定
員
　
小
学
生
以
上
　
20
人

※
申
し
込
み
順

◎
参
加
料
　
5
0
0
円

①
②
と
も
に
5
月
31
日
㈮
ま
で
に

電
話
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
文
化
財
課

民生委員・児童委員の活動を始め
て、今年で17年目。日頃は地区内
の一人暮らしの高齢者宅への訪問や、
通学する児童の見守り活動を行って
います。また、散歩がてら地域の人
に声掛けをするなど、無理のない範
囲で活動を続けてきました。
　高城地区では会議での「報

ほう

連
れん

相
そう

」
を大切にしていて、自身の担当地域

で対応に迷う事案があると、みんな
で問題に立ち向かう雰囲気がありま
す。市の会長になり２年。この機運
を市全体に広げ、各委員が“一人で
抱え込まない”仕組みづくりを進め
ていきたいです。
市民の皆さんも、私たちの活動に
理解いただき、不安や困りごとがあ
るときは気軽に相談ください。

都城市および高城地区民生委員
児童委員協議会会長

坂元　京子さん（高城町有水）

都城歴史資料館企画展

共催：公益財団法人鹿児島県文化振興財団上野原縄文の森

垂飾品。白い蛇
じゃ
紋
もん
岩
がん

で作られた長靴のよ
うな形をしたアクセ
サリーです。
【さつま町尾付野山
遺跡出土】

右:お墓に埋納された石斧。右は長さ
約27㎝、重さが560gもある。
【南横市町平田遺跡出土】
左:石を磨いて作った垂飾品
【高城町山城第1遺跡出土】

足形土製品。一部欠損していま
すが、5～ 6本の指がみられます。
【南さつま市渡畑・芝原遺跡出土】

南の縄文文化
～縄文人の心を探る～

教科書には載っていない南九州の縄文文化。本企画展では、国指定史跡上野原遺
跡（鹿児島県霧島市）出土資料をはじめ、普段、目にする機会の少ない鹿児島県の
貴重な資料を中心に、南九州に花開いた縄文文化を紹介します。
	 ◎問い合わせ　文化財課　☎23-9547

提供：国立歴史民俗博物館
王子山遺跡（山之口町）の集落復元模型




